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 人間が生命を維持 してい ぐ為に必要な食とい,も の ・その食の合理化0通 常 「食生活

の合理化 」といわれ ているが 一 一といえぱ 食品から食形態 ・施設設備 の合理化 と言つた

具 合に取 り上げ られる内容 も非常 に幅広 いが,購 売意欲を高める為の両種の コマーシヤ リ

ズムに流されて,食 生活の合理化後の私達 とい う事のみに錦眼 している傾向の強い現在s

私達は ここで もうー度s食 生活の合理化の本質をつきつめて検討 してみる必要があると思

い,大 食1,2回 生共同で次の様な研究に着手 した 。

 食晶は全て無害 であるとい ゴ事か ら当然出発すべき ものであるが,食 晶の栄養価が考慮

され, 食 品 調 理 に 費す労 力及び時間O節 減の為 の種 々の策がこ うじられている現在 ●

これ らの食晶は二次的条件のみに左右されて最 も基本的 な条件を軽視 している様凌事は な

いだろうか 。もしそれが軽視 され ているをらばt例 え食生活の合理化が 左された として も。

これは全 く意味のない事 であ り!一"'つの概念基庭からはずれ る事になるa食 欲をそそる様

な外観 を有 し ・長期閥保存できる様な食品で も ・有害な色素や防腐剤を使用 していた ウ ・

生産過程が清潔 で左ぐ,種 々の異物が含 まれ ていた りする攻らば ∂前述の最 も基本的条件

を軽視 している事 になる 。これ らの点を直接確認 する意味に於いて,私 違 は特に食品中に

含まれている色素及び混入 している異物 ・特にダニの問題 を取 少上げ3研 究 して見た 。

 全てが私達に取つて始 めての試み であつた為 ・私達 自身の手梶 よる私達 自身の研究をと

い う原則か ら幾分はずれた感 もないわけでは攻かつた 。    クラブ,同 好会などの様

に ・ある事柄 に興味 を持つた人閥が集まって,そ れを年月かけて研究 しgそ の成果を学厘

祭 という場で発表するとい9理 想的形態か ら余hに もかけ離れている為, 私達の研究

は学園祭の為 に泥縄 式に研究問題を設定 し,研 究ナる人間 を集め ◎燈時間 で「まとめてそれ
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をある程度形ある ものにナるとい う状態であつた。 時に よつて先生方に助言以上の物を

求めたという事 も避け られなかつた実情 であつた様に思 う。しか しいつでも時間の許す限

少 ・私達の全力を尽 して努力 したつ もりである故,そ の点に於いては考慮 していただ きた

い と思 う。実験を行,瞭 ・あらか じめその方府付けを して夢 き ・それに従事する人に実験

方法だけでな 《曾r般 的知議を理解 しておいてもらラ事は ・実験 を行 う際の第→ 魏 野であ

るが ゆ今思 うと 時間に追い回され て ・それ さえ もカうそかに していた様 な気がする。ク

ラスの研究 もクラブの研究 と同様に ・学園祭の為の研究ではなく ・学園祭を一っ の発表の

場とする研 究に一日も早 く仕向けt私 達 自身 もこれに向つて努 力しな くてはなるまい 。

 さて ・色素及びダニの研究であるが ・ダニの方 は→応マスコ ミ等によつて ・七味等の食

品 中にダニが含有されているとい う事を知 らされている木が多かつた為か ・大多数の人が

興味 を示 して くれたが,色 素に関 しては少 々専門的であつた為か9無 僕沁 で ・化学方面に

興醸を覚えている人に しか理解 して もらう事がむずか しい様であつた。種 々の成果を発表

す る場合 ・常にその魁象が問題となる訳であるが ・学開祭 とは如何左る人達 を対象 とすべ

きなのであろうか.学 生,そ れ とも中高校生,父 兄 などをも含 めた幅広 い人間 層を対象と

す るのであろ うか 。色の濃淡でその食品が害があるか否かを判断 している人達.・あるいは

それ さえ も感 じず,た だ色が きれ い,即 ち外観が素晴 しければ よいと思つている人達に も・

この様な機会 を通 して ・今一度食品に添加 されている色素 に関 して考慮 し直す様な方向に

臼を向けさせる責任があるのであろうか9仮 りに幅広い人間 層を対象 としての ものである

ならばただでさえ も余 り身近かに感 じない化学実験を如何なる形でまとめ ・多種類の人々

に理解 して もらう為,物 事を如何に多角的に捕え,発 表ナるか とい う事が私達 の 大 き な

課 題 で あ る様 に思 え る 。 多角的研究s多 角的発表に徹 する事,ζ れ は常に同一の

場に固執 しやすい葵験に常に要求される事であるが,非 常にむずか しい事 である.多 角的

に物事を捕えた場合,自 つか ら幅広い成果が期待 できるがs安 易 な気持で これを行 うと全

てが錨乱 し,か えつて思わぬ桔果を生 じる事に もなる 。しか し,多 角的研究の必要性は周

知 の事実であh,例 え実験結果より ある.....つの結論 を得る事ができた として も ・ある一

っの立場に固執 している隈h,そ の確信度は大変簿い。私達 の研 究に於ては独創性 という

ものがあま9要 求されなかつた為,多 角的 に物事を捕えな ぐて も,誤 つた結論 を得る危険

性は少 なかつたが,物 事を捕え得る範囲が狭 ぐ,か つ 参観 者の階 層を限定する様な結果を

生 じた.常 に時間 に追いまわされて,あ る一つの立場か ら物事を浅 く広 く捕えた傾向が強

かつた為f残 念 なが ら.私 逮の研究の意図 もはつ きh打 ち出す事ができなかつた様である。
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多角的研究の重要さ ・これに よつて全ての問題が解決される といつても過言ではない よう

に思 う。

 いついかなる時で も,私 達の主体性 を発揮 する事が要求されるがs個 々の内面にあるも

のを研究する学問 とは異な グ9あ る一つの実験結果 よh 次の実験へと段階 を追つて研究

し.そ の結果sあ る結論を得 ようとする学問である為,前 者程 主体性 を発揮 しs且 つ9女

子大独得のカラーを織 シ込む事が困難である様に思 う。確かにある一つの事を実践する場

合,そ の集団独 自σカラ.....を打ち出す事が必要である し,又 要求され る。しか し往 々に し

て ・研究成果 よりもむ レろ集団のカラーをもつて評価 される事 もありうる。カラーのない

集団程魅力のない ものはないのである故,集 団が評価 され る発表物 に これを織 り込む事

は当然の事である 。

 意図をはつ きり打ち出 した多角的研究及び発表 ・そ してその中に女子大独得のカラーを

織 り込むこ と ・・… とい う具合に ・来年度からは今年度 と異 な りt種hの 事柄が要求 され

る と思 うが,こ れ らの事 を立派にや りとげるか否かは ・全て私達学生の手にかかつている

のである 。今年 度の貴重な経験を生か して ・来年度 も又私達学生に課せ られた費任 と義務

とを推行 しひお 、"な る飛躍をとげる様努力 したい と思 う。
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